
13

る
こ
と
に
な
る
。

15
款
利
子
及
び
配
当
金

問　

基
金
の
利
子
が
0.3
か
ら

0.4
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。
地
方
債
補
正
で
借
り
る

場
合
は
4
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

と
な
っ
て
お
り
か
な
り
の
開

き
が
あ
る
。
実
際
は
ど
れ
く

ら
い
の
率
で
運
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答　

地
方
債
補
正
の
利
率
は

4
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
と
予
算

上
で
は
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
は
利
率
が
一
ヶ
月
単
位

で
増
減
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
な
ぜ
4
パ
ー
セ
ン
ト
の

高
め
で
設
定
し
て
い
る
の
か

は
実
際
に
借
り
入
れ
る
時
期

に
こ
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を

上
回
っ
て
は
借
り
ら
れ
な
い

状
況
で
あ
り
そ
れ
ら
を
勘
案

し
て
設
定
し
て
い
る
。

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
案
件
は
議
案
11
件
陳

情
１
件
継
続
審
査
中
の
陳
情

１
件
で
計
13
件
で
あ
る
。

仙
北
市
生
保
内
財
産
区

管
理
会
条
例
制
定
に
つ

い
て

問　

改
正
前
条
例
は
旧
田
沢

湖
町
当
時
に
制
定
さ
れ
た
条

例
で
あ
る
。
な
ぜ
３
年
も
暫

定
条
例
で
行
っ
て
来
た
の

歳
出　

2
款

統
計
調
査

問　

各
自
治
体
で
雇
用
対
策

経
済
不
況
対
策
等
対
策
本
部

を
設
置
し
て
や
っ
て
い
る
。

色
々
な
面
で
12
月
補
正
に
数

字
を
上
げ
て
が
ん
ば
ろ
う
と

し
て
い
る
が
、
仙
北
市
で
は

見
ら
れ
な
い
。
適
確
に
今
の

社
会
情
勢
に
対
し
て
動
く
体

制
を
取
る
べ
き
と
思
う
。
産

業
経
済
だ
け
の
問
題
で
な
く

総
合
対
策
本
部
的
な
も
の
を

設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

今
現
在
で
は
対
策
案
を

考
え
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
な
の
で
今
後
市
長
副

市
長
、
関
係
者
と
で
検
討
し

何
ら
か
の
対
応
を
考
え
て
い

き
た
い
。

か
。
も
と
早
く
制
定
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

答　

選
挙
に
関
し
て
の
改
正

が
あ
っ
た
時
に
改
定
を
行
う

と
の
合
併
時
の
申
し
合
わ
せ

に
よ
り
、
今
回
の
条
例
制
定

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

る
。

平
成
20
年
度
仙
北
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

歳
入
13
款
総
務
費
国
庫
補
助

金
に
つ
い
て

問　

地
域
活
性
化
・
緊
急
安

心
実
現
総
合
対
策
交
付
金
で

小
中
学
校
に
10
台
、
公
の
施

設
に
5
台
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
入
れ
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

で
市
内
全
部
の
小
中
学
校
に

配
置
完
了
と
な
る
の
か
。

答　

既
に
小
中
学
校
2
校
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
残
る
10

校
に
今
回
配
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
す
べ
て
に
配
置
さ
れ

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
に
つ
い
て
の
（
下
延
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

問　

床
面
が
悪
い
状
態
に
あ

る
が
整
備
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

答　

湿
気
の
影
響
で
床
下
の

部
分
が
か
な
り
傷
ん
で
い

る
。
新
年
度
予
算
の
中
で
対

応
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

だ
よ
り

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清

眺
苑
を
民
間
に
移
譲
す
る
為

の
条
例
改
正
な
ど
、
一
連
の

3
議
案
を
一
括
審
査

問　

移
転
改
築
す
る
特
に
選

定
基
準
の
中
で
、
田
沢
湖
エ

リ
ア
を
限
定
し
て
い
る
が
、

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答
こ
れ
ま
で
旧
町
村
エ
リ
ア

に
配
置
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

老
人
福
祉
施
設
を
一
極
集

中
さ
せ
る
の
は
芳
し
く
な
い

と
い
う
県
の
指
導
が
あ
る
。

問　

仙
北
市
と
し
て
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
構
想
で
、
福
祉

に
つ
い
て
例
え
ば
内
陸
線
沿

線
に
一
つ
の
エ
リ
ア
を
設
け

る
な
ど
は
出
来
な
い
と
い
う

県
の
指
導
か
。

答　

旧
町
村
エ
リ
ア
で
構
築

し
た
の
で
、
旧
町
村
単
位
で

や
る
の
が
望
ま
し
い
。
何
十

キ
ロ
も
移
動
す
る
の
は
好
ま

し
く
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

問　

移
譲
先
候
補
選
定
で
は

計
画
書
等
で
評
価
さ
れ
た
と

思
う
が
内
容
に
つ
い
て
事
前

に
告
知
さ
れ
て
い
た
の
か
。

答　

審
査
項
目
に
基
づ
き
書

類
を
提
出
さ
れ
て
い
る
。
提

出
書
類
で
た
り
な
い
と
こ
ろ

は
プ
レ
ゼ
ン
（
口
答
）
で
聞

い
て
い
る
。

問　

プ
レ
ゼ
ン
の
中
の
文
言

の
や
り
と
り
は
文
書
で
契
約

を
交
す
と
い
う
こ
と
は
な
い

の
か
。

答　

基
本
協
定
書
を
交
し
て

新年度予算で改修なるか
下延コミュニティセンター

財産区の事務を取り扱う地域センター

清眺苑
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎ 

陳
情
書
特
別
教
育
支
援

員
の
配
置
に
つ
い
て

継
続

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
中

止
、
撤
回
の
意
見
書
採
択
を

求
め
る
陳
情

◎ 

引
き
続
き
調
査
が
必
要

と
し
て
継
続
審
査

◎
市
立
田
沢
湖
病
院
の
存
続

方
に
つ
い
て

◎
本
質
的
な
議
論
を
継
続
し

て
す
る
為
継
続
審
査

陳
情
書

◎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
建
設
に

つ
い
て

◎
現
地
等
調
査
の
為
継
続
審

査

一
般
会
計
補
正
予
算
可
決

問　

花
葉
館
源
泉
ポ
ン
プ
故

障
に
よ
る
、
源
泉
ポ
ン
プ

リ
ー
ス
代
、
給
湯
ボ
イ
ラ
ー

交
換
、
温
泉
井
戸
洗
浄
工
事

一
式
合
計
２
，
５
３
６
万
円

の
高
額
な
補
正
に
つ
い
て
、

市
と
第
三
セ
ク
タ
ー
の
負
担

区
分
の
見
直
し
と
他
の
第
三

セ
ク
タ
ー
と
の
統
一
を
図
っ

て
い
る
か
。
温
泉
供
給
に
つ

い
て
は
専
門
で
あ
る
企
業
局

に
委
託
で
き
な
い
か
。

答　

原
則
的
に
は
維
持
補
修

等
の
小
破
修
理
は
使
用
し
て

い
る
側
の
負
担
、
大
破
修
理

は
施
設
を
所
有
す
る
側
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
受
益
者

負
担
に
つ
い
て
、
各
三
セ
ク

と
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の

で
今
後
統
一
を
図
っ
て
参
り

た
い
。
温
泉
の
供
給
に
つ
い

て
企
業
局
で
扱
っ
て
い
る
の

は
温
泉
や
水
道
の
元
を
確
保

し
配
給
し
て
企
業
す
る
こ
と

で
あ
り
、
三
セ
ク
の
場
合
そ

の
施
設
で
し
か
使
わ
な
い
た

め
施
設
者
の
管
理
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に

つ
い
て
、
原
案
を
可
決

○
仙
北
市
田
沢
湖
観
光
情
報

セ
ン
タ
ー（
フ
ォ
レ
イ
ク)

田
沢
湖
町
観
光
協
会
へ
指
定

○
角
館
駅
前
広
場
観
光
振
興

施
設

角
館
町
観
光
協
会
へ
指
定

○
角
館
中
心
市
街
地
活
性
化

支
援
セ
ン
タ
ー
（
か
つ
ら

ぎ
）

仙
北
市
商
工
会
へ
指
定

○
仙
北
市
角
館
西
宮

家
㈱
西
宮
家
へ
指
定

○
仙
北
市
都
市
農
村

交
流
施
設
（
ハ
ー

ト
ハ
ー
ブ
）

㈱
ア
ロ
マ
田
沢
湖
へ

指
定

○
仙
北
市
交
流
促
進

セ
ン
タ
ー
、
地
域

特
産
物
提
供
体
験

施
設
、
交
流
滞
在

施
設
、
曲
家
、
森

林
総
合
施
設

㈱
花
葉
館
へ
指
定

採
択

◎
生
活
道
路
及
び
作
業
道
路

整
備
に
関
す
る
陳
情
（
田

沢
湖
神
代
地
区
）

◎
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合

（
仮
称
）」
を
求
め
る
陳
情

◎
燃
料
、
肥
料
、
飼
料
、
農

業
資
材
等
の
価
格
高
騰
に

対
す
る
緊
急
対
策
を
求
め

る
請
願

◎
労
働
者
派
遣
法
の
改
善
の

た
め
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情

継
続

◎
市
道
の
改
良
舗
装
に
つ
い

て
（
田
沢
湖
神
代
地
区
）

い
る
。
そ
の
中
で
申
請
書
の

内
容
、
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
に

つ
い
て
着
実
に
実
行
す
る
こ

と
と
書
か
れ
て
い
る
。

問　

清
眺
苑
の
正
職
員
21
人

が
他
の
施
設
に
異
動
な
る
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
人
件

費
給
料
手
当
等
あ
わ
せ
て

一
億
二
千
百
万
円
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
清
眺
苑
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
等
で
人
件
費
、

管
理
費
は
殆
ど
ま
か
な
っ
て

来
て
い
る
の
で
当
面
の
人
件

費
は
多
く
支
出
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
な
い
か
。
建
築
費

と
の
関
係
で
プ
ラ
ス
に
な
る

時
期
は
い
つ
か
。

答　

詳
し
く
ど
の
時
点
に
な

れ
ば
市
と
し
て
民
営
化
し
て

プ
ラ
ス
に
な
る
か
と
い
う
時

期
的
な
計
算
は
し
て
い
な

い
。

採
択

◎
地
方
消
費
者
行
政
の
抜
本

的
拡
充
及
び
法
制
度
を
求
め

る
陳
情

◎ 

介
護
保
険
制
度
の
抜
本

的
改
善
を
国
に
求
め
る
陳
情

書◎ 

医
師
、
看
護
帥
不
足
を

解
消
し
安
心
し
て
地
域
医
療

を
進
め
る
為
に
国
、
県
に
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
は
、
議
案
13
件
、
請
願

１
件
、
継
続
分
を
含
め
た
陳

情
４
件
、
計
18
件
で
あ
る
。

　

仙
北
市
企
業
立
地
の
促
進

に
よ
る
固
定
資
産
税
課
税
免

除
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問　

条
例
の
一
部
改
正
に
よ

り
免
除
措
置
の
要
件
は
ど
の

様
に
改
正
さ
れ
る
の
か
。
市

と
し
て
固
定
資
産
税
の
減
収

分
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
企
業
誘
致
が
促
進
さ

れ
る
見
通
し
は
あ
る
か
。

答　

今
回
の
改
正
は
課
税
免

除
で
あ
る
。
事
業
者
は
あ
ら

か
じ
め
、
知
事
の
承
認
を
受

け
る
。
家
屋
、
構
築
物
、
土

地
の
取
得
額
が
、
製
造
業
は

５
億
円
か
ら
３
億
円
に
、
そ

の
他
の
場
合
は
３
億
円
か
ら

２
億
円
と
な
る
。
農
林
漁

業
関
連
業
種
に
あ
っ
て
は

５
千
万
円
と
緩
和
さ
れ
て
い

る
。
固
定
資
産
税
の
減
収
分

の
一
部
に
つ
い
て
３
年
間
、

交
付
税
で
補
填
さ
れ
る
。

　

仙
北
市
に
お
け
る
製
造
業

農
林
業
関
連
で
該
当
は
今
の

と
こ
ろ
な
い
。

陳　

情

陳
情
が
継
続
と
な
っ
た

市
立
田
沢
湖
病
院

給湯ボイラー交換等 2,500 万円予算措置の花葉館

陳　

情

指定管理者が田沢湖町観光協会に
決まったフォレイク


